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Thesubjectivedifficultiness,which wereexperienced by theoccupational













































































ト レ ー ス 法 簡 便 法 ･p<0.05- P<0.01
1.手形の転写 - 1.型紙で手を包む
2.カットラインを引く= 2.骨指標のチェック ●
3.C-b8｢の位置 = 3.第一指間の型取り =
4.C-b8rの長さ , 4.母指中手･基万骨の型取LJH
5.C-barの幅決め 5.母指球型取り '事
6.C-barの高さ ･･ 6.カットラインを引く ･
7.対立板の位置 - 7.アルミホイルを開く












































a.回 2回 i 3回 l4回 f5回 16回
簡便法/トレー ス法図2 製作時間比較 -89- 2)製作回数
ごとの所要時間について2日間にわたる装具型紙製作の繰り返し経験により,型紙製作所要時間は各方法とも約50%短縮した (図3)0l
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